
条例等による富士登山規制の骨子　

区　分 内　容

入山条件
及  び
規制内容

登山者が入山＊する際、以下の条件に適合していることを確認し、入山証を交付します。
入山証は登山中に携帯して、県から提示を求められた際は、提示しなければなりません。
              ＊入山とは、下表の「基準点」より山頂側に立ち入ることをいいます。

規制期間 開山期間中

条例の目的

 富士登山に関し必要な事項を定めることにより、富士山の環境の保全及び安全で快適な富士登
山の実現を図り、もって世界遺産富士山の有する顕著な普遍的価値を保全し、後世に引き継ぐこ
とを目的とします。

ૠ
਑
৔
ઍ

　　登山口
区分 富士宮口 御殿場口 須 走 口

基 準 点
（別添参照）

富士宮市粟倉地内で
県 が 定 め る 地 点

御殿場市中畑地内で
県 が 定 め る 地 点

小山町須走地内で
県 が 定 め る 地 点

夜 間 規 制
時 間

午後２時から翌午前３時まで
＊夜間規制時間も山小屋の宿泊予約があれば、入山できます。

入 山 料
1人 4,000円

 ＊静岡県手数料徴収条例で定めます。
 ＊入山料は、運営管理や安全対策、環境保全のために使用します。
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○富士山の保全、安全登山に係るルール・マナーの事前学習（ｅラーニング）の修了
○夜間規制時間帯の入山は、山小屋の宿泊
○入山料（手数料）の納付



（別添）

ベースマップ：Open Street Map

至 山頂

至 宝永山

富士宮口五合目付近

至 水ヶ塚駐車場

●･･･規制の基準点

登山道入口



（別添）

至 双子山

至 山頂

登山道入口

御殿場口新五合目付近

ベースマップ：Open Street Map

●･･･規制の基準点

大石
茶屋



（別添）

至 小富士

登山道入口

至 須走多用途広場

古御岳
神社

4

●･･･規制の基準点

ベースマップ：Open Street Map

須走口五合目付近

至 山頂



第40号議案

静岡県富士登山条例

（目的）

第１条 この条例は、富士登山に関し必要な事項を定めることにより、富士山の環境の保全及び安全で快適

な富士登山の実現を図り、もって世界遺産富士山の有する顕著な普遍的価値を保全し、後世に引き継ぐこ

とを目的とする。

（定義）

第２条 この条例において使用する用語は、静岡県世界遺産富士山基本条例（平成27年静岡県条例第31号）

において使用する用語の例によるほか、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。

(1) 入山 次のアからウまでに掲げる登山口の区分に応じ、それぞれアからウまでに定める地点から富士

山の山頂側に立ち入ることをいう。

ア 富士宮口 富士宮市粟倉の区域内において知事が定める地点

イ 御殿場口 御殿場市中畑の区域内において知事が定める地点

ウ 須走口 駿東郡小山町須走の区域内において知事が定める地点

(2) 登山者 開山期に富士登山をする者をいう。ただし、次に掲げる業務に従事する者を除く。

ア 山岳遭難に係る捜索又は救助に関する業務

イ 山岳遭難を未然に防止するための業務

ウ 山小屋、避難小屋、売店その他登山者の利便に供する施設の運営に必要な業務

エ アからウまでに掲げるもののほか、公益性が高いと認められる業務で規則で定めるもの

(3) 開山期 次に掲げるいずれかの区間の通行が道路法（昭和27年法律第180号）第46条第１項の規定によ

り禁止されていない期間をいう。

ア 一般県道富士公園太郎坊線の起点から第１号アに定める地点までの全ての区間

イ 一般県道富士公園太郎坊線の起点から第１号イに定める地点までの全ての区間

ウ 一般県道足柄停車場富士公園線の第１号ウに定める地点から終点までの全ての区間

（入山をする登山者の遵守事項）

第３条 入山をする登山者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

(1) 富士山の環境の保全及び安全で快適な富士登山の実現を図り、並びに世界遺産富士山の有する顕著な

普遍的価値を理解するため、知事が指定する講習を修了することその他の規則で定める要件を満たすこ

と。

(2) 規則で定める時間帯において入山をする登山者にあっては、山小屋に宿泊することその他の規則で定

める要件を満たすこと。

(3) 前２号に掲げるもののほか、富士山の環境の保全及び安全で快適な富士登山の実現を図り、並びに世

界遺産富士山の有する顕著な普遍的価値を理解するために必要なものとして知事が定める事項



（入山の届出）

第４条 入山をしようとする登山者は、あらかじめ、規則で定めるところにより、登山者の氏名、入山をし

ようとする年月日その他の規則で定める事項を知事に届け出なければならない。

２ 前項の規定による届出をした者は、当該届出に係る事項に変更が生じたときは、速やかに、規則で定め

るところにより、その旨を知事に届け出なければならない。

３ 第１項の規定による届出をした者は、当該届出に係る入山を中止したときは、速やかに、規則で定める

ところにより、その旨を知事に届け出なければならない。

（入山証）

第５条 知事は、前条第１項又は第２項の規定による届出があったときは、規則で定めるところにより、入

山証を交付するものとする。ただし、当該届出に係る事項に虚偽があることが判明したときは、この限り

でない。

２ 前項の規定により入山証を交付された者は、当該入山証を携帯し、知事が指定した者の請求があったと

きは、これを提示しなければならない。

（規則への委任）

第６条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、令和７年５月９日から施行する。



第34号議案

静岡県手数料徴収条例の一部を改正する条例

静岡県手数料徴収条例（平成12年静岡県条例第25号）の一部を次のように改正する。

別表96の項を次のように改める。

附 則

この条例は、令和７年５月９日から施行する。

96 静岡県富士登山

条例（令和７年

静岡県条例第

号）第４条第１

項の規定に基づ

く入山の届出の

受付

入山手数料 入山を

しよう

とする

登山者

１人に

つき

4,000円


